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―Foreword―

老化モデル動物を用いた抗老化研究へのアプローチ
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近年，高齢者人口の増加に伴い抗老化（アンチエ

イジング）研究に対する国民の関心が非常に高まっ

ている．老化は遺伝的要因や環境要因によりその進

行速度が大きく影響を受けるため，1 つの遺伝子変

化のみで老化機構を説明することは難しい．しかし，

1 つの遺伝子変化がもたらす細胞や組織の機能崩壊

が老化速度を速める原因にもなり得るのも事実であ

る．実際に老化は多くの遺伝子変化がもたらす機能

崩壊が重なり合った複雑な現象である．そのため，

老化の本質を見極めるには老化モデル動物を用いた

基礎研究がとても大切である．あまり知られていな

いが，老化の基礎研究に用いられているほとんどの

老化モデル動物は日本で独自に開発されてきた．そ

のため，日本は世界的に見ても老化研究の先進国で

ある．

昨年，老化モデル動物を用いた老化研究のための

一冊の本（「老化・老年病研究のための動物実験ガ

イドブック」日本基礎老化学会編，2008 年）がア

ドスリー社より出版された．この本は永年老化研究

に携わってきた，この分野での第一人者らによって

書かれたものであり，これからの老化の機構解明を

目指す道しるべとなる．内容は，基礎老化モデル編

と老年病態モデル編の 2 編から大きく構成され，マ

ウスやラットなどのげっ歯類や線虫，ショウジョウ

バエを用いた老化のメカニズムや抗老化のための介

入研究などの実際の研究手法や自然発症，遺伝子破

壊マウスを用いた老化・老年病研究について詳細に

記載されている．今までに報告された論文の中で見

受けられる間違った老化の概念は動物の成熟期と老

齢期に対する認識の曖昧さから生ずる．例えば，ラ

ットなどのげっ歯類では成熟に 1012 ヵ月を要し，

3 ヵ月齢と 12 ヵ月齢との差は基本的に成長期の変

化と考えるのが妥当である．老化に係わる変化は

12 ヵ月齢以降に徐々にやってくるのが通常であ

る．しかし，23 ヵ月齢と 1215 ヵ月齢のげっ歯類

の動物を比較し，その差が老化によるものとするよ

うな報告をしばしば見受ける．哺乳動物を用いて自

然老化を研究しようとするとこのように長い時間を

要する．そのため最近では早期に老化兆候を示す，

いわゆる早期老化モデル動物や，老化に関連する疾

患を呈する老化病態モデル動物の確立が急がれてい

る．前述の通り，こうした老化モデル動物の開発に

おいて日本は世界をリードしてきた．

本稿以下 5 編の総説は日本薬学会第 129 年会で企

画されたシンポジウム「老化モデル動物を用いた抗

老化研究へのアプローチ」でご講演頂いた先生方に

講演内容に基づいて誌上シンポジウムとしてまとめ

て頂いたものである．高橋先生には SAM マウスを

用いた抗老化研究について，清水先生には Mn-

SOD コンディショナルノックアウトマウスを用い

た抗老化研究について，そして佐々木先生には自然

老化動物を用いた抗老化研究について，最新の研究

成果を執筆して頂いた．また，オーガナイザーも

klotho マウスを用いた抗老化研究（萬谷），SMP30

/GNL ノックアウトマウスを用いた抗老化研究（石

神）として研究成果をまとめさせて頂いた．なお，

今回の 5 人の筆者は「老化・老年病研究のための動
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物実験ガイドブック」にも執筆している．薬学領域

でも老化はとても重要な研究課題であり，その研究

成果は社会的意義がとても大きい．本誌上シンポジ

ウムが老化モデル動物を用いた最先端の抗老化研究

について理解を深める一助となれば幸いである．


